
防火安全対策の更なる充実を目指して

長崎市消防局予防課作成



発生年月 火災 死者 負傷者 出火原因

平成２４年９月 広島県福山市のホテル火災 ７人 ３人 不明

平成２５年２月 長崎市のグループホーム火災 ５人 ７人
２階居室の加湿器から
着火（リコール製品）

平成２５年１０月 福岡県福岡市の病院火災 １０人 ５人
１階処置室の電気機器の
電源プラグからの過熱
ショートの可能性







平成３０年３月 消防庁公開

自力避難困難な方が利用する施設における
一時待避場所への水平避難訓練マニュアル





消防訓練の可視化とは

通 報
初期消火
避難誘導

それぞれの実施者の行動を
スマートフォン・タブレット等で
同時にリアルタイム撮影

消防訓練を撮影する

訓練の様子を保存・確認



目的

令和5年2月で長崎市グループホーム火災から10年が経過

福祉施設等を対象とした訓練のさらなる充実を図る

ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した訓練を実施

効果について検証する



従来の消防訓練（Plan Do型）

有事の際、何をすればよいかを確認する上で重要

しかし・・・
毎回同じ訓練を繰り返していると
マンネリ化、形骸化、緊張感の低下が起きていませんか？



DX消防訓練「消防訓練の可視化」（Plan Do Check Action 型）



動画検証の具体的実施方法

ラ
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検
証



消防訓練参加者だけではなく、訓練撮影者が必要となります。
ＩＣＴ資機材を活用するため、資機材調達及び通信環境の準備が必要となります。

通報・初期消火・避難誘導をそれぞれ同時にリアルタイム
で確認でき、また、訓練後に初期対応の検証が可能。

ホスト用ＰＣ、モニター（ディスプレイ、スクリーン等）
撮影端末（スマートフォン、タブレット、ビデオカメラ等）

事業所敷地内約10分～1時間従業員1～100名

ＩＣＴを活用し、訓練参加者全員に火災初期対応の確認及び検証を行うことを目的とし、
ＩＣＴ資機材等により消防訓練可視化を実施します。

対象人数 実施時間 実施場所

準備資器材

ポイント

注意事項

消防訓練の可視化 手引き



訓練の様子



いかがでしたか？

消火

避難

通報

消防訓練の可視化は福祉施設以外でも実施可能です。

興味・関心・質疑等がありましたら消防局にお問い合わせください。



消防訓練の可視化に関する問い合わせ
消防局予防課予防審査係

TEL ０９５－８２２－０４２９

FAX ０９５－８２９－１０６７

消防訓練に関する問い合わせ
中央消防署 TEL０９５－８２０－０１１９

北消防署 TEL０９５－８４８－０１１９

南消防署 TEL０９５－８７９－６１１９



「災害は忘れずにやってくる」という言葉が使われるように、

火災を含めた災害を無くすことはできませんが、

発生を「予防」したり、被害を「軽減」したりすることは

可能です。福祉施設のみならず全ての事業所の皆様に、

更なる防火安全対策の充実を図っていただくことを

お願いしたいと思います。 長崎市消防局予防課

～まとめ～


